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1市外から来られた参加者やそのご家族の方へ「高島市紹介ブース」
を開設。2オープニングイベントは、ステージ上で市内のグループ
による歓迎の熱演に会場は大興奮。3選手の背中を後押しする沿道
からの声援。4参加者・応援者が口をそろえて賞賛する「幻想的な
光の帯」。5午後８時１, ６３０人の参加者が一斉にスタート。

３ ５４

世界同時開催マラソン
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世
界
33
か
国
34
か
所
の
会
場
で

１
３
０
，
７
３
２
人
が

　
　
　
　
　
　
同
時
に
ス
タ
ー
ト
！

　
日
本
会
場
で
は
１
，６
３
０
名
の
方
が
、

夜
８
時
に
満
面
の
笑
み
で
今
津
総
合
運
動

公
園
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
日
本
会
場
の
優
勝
者
は
、
男
性
部
門
で

は
中
島
弘
貴
さ
ん
が
74
・
51
㎞
を
走
り
日

本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
（
世
界
第
５
位
）
と
な
り

ま
し
た
。
女
性
部
門
で
は
吉
田
香
織
さ
ん

が
65
・
71
㎞
を
走
り
、
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
に
輝
き
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
料
は
全
体
で
約

６
６
０
万
ユ
ー
ロ
（
約
８
億
６
百
万
円
）

と
な
り
、
そ
の
全
額
が
、
非
営
利
団
体
の

財
団
「W

ings for Life

」
に
寄
付
さ
れ
、

脊せ
き
ず
い髄
損
傷
の
治
療
方
法
発
見
に
取
り
組
む

研
究
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
夜
中
の
イ
ベ
ン
ト

に
も
関
わ
ら
ず
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協

力
・
盛
大
な
声
援
を
を
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
（
３
２
）
４
４
５
９

　走れない人のために走ろう！をスローガン
に世界規模のランニングイベント Wings  for  
Life  World  Run（ウィングス　フォー　ライ
フ　ワールド　ラン）が、５月８日（日）昨年
に続き高島市で開催されました。

● Wings  For  Life  World  Run
昨年に続き世界同時マラソンが高島で開催

ゴールが後から
追ってくる！

女性の部
世界チャンピオン
２年連続誕生！

Congratulation!

吉田　香織さん
【記録】65.71㎞

昨年、女子世界チャンピオン（渡邉裕子さん）が誕
生した高島の会場には、他国で昨年優勝された選手
も多数参加されましたが、今年も女子の部では日本
人選手が世界チャンピオンとなりました。

キャッチャーカー

１ ２

１，６３０人が夜の高島を力走 !

メタセコイア並木を疾走

　５・６月は我が家に異様にムカデが出る。しかも
大抵深夜に。ムカデごときで助けを呼ぶわけにもい
かず、勇気を振り絞って退治してたのが１年前の６
月。今ではスリッパの一撃で終了。
　この話をするとリアクションは主に２通り。
① 感心される　② 呆れられる
　②の場合、よく挙がる言葉が「女子力」なんです
が。「女子力」って何だろう？ 元は違う意味合いだっ
たのかもしれないけど、現代日本におけるこれは「男
性のお皿にサラダを取り分ける能力」くらいの認識
なんですよね。個人的感覚ですが。
　一方、海外でいう「女子力（ウーマンパワー）」っ
ていうのは「自立した女性」という意味合いが強い
そうな。これはいいことを聞きました！
　悲鳴を上げることで死んでくれるようなムカデ
だったらいくらでも叫んで回りますが、残念ながら
そんなことじゃ死にませんよね。刺されたくなけれ
ば戦うしかない。自分で退治できるようになる。こ
うして女子力（ウーマンパワー）が上がっていく。
　高島って自然に女子力アップできる素晴らしい環
境だなって今では思います。高島の女性は女子力高
いよ！

「女子力」

【さいじ】歳時　催事　細事 etc…
移ろいや催し、日々感じる細々したこ
とを地域おこし協力隊の感性で徒然伝
えていくコーナーです。

　４月 29 日（金）から５月８日（日）まで、マキ
ノピックランドで初の試みとなる「メタセコイア並
木新緑まつり」が開催されました。
　新緑が美しい時期とゴールデンウィークが重なる
ことから企画。期間中は、石窯ピザ作り体験や、メ
タセコイアの剪定材に着色する並木コースターづく
り体験、クラフトマーケットなど、さまざまな催し
が開催され、メタセコイアの美しい新緑を楽しもう
と訪れた多くの観光客でにぎわいました。　

（秘書広報課）

メタセコイア並木新緑まつり……初開催
メタセコイア  観光客を魅了地域おこし協力隊

太田　彩

　

４
月
14
日
（
前
震
）・
16
日
（
本
震
）

に
発
生
し
た「
平
成
28
年
熊
本
地
震
」

は
、
２
度
に
わ
た
り
震
度
７
の
地
震

が
熊
本
地
方
を
襲
い
、
ま
た
こ
れ
ま

で
の
余
震
は
１
４
０
０
回
を
超
え
る

等
、
我
が
国
の
地
震
観
測
史
上
例
を

見
な
い
規
模
と
な
り
、家
屋
の
倒
壊
、

大
規
模
な
土
砂
崩
れ
な
ど
、
甚
大
な

被
害
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
地
震
発
生
直
後
は
、
市
役
所

や
役
場
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、
災
害

対
策
本
部
機
能
が
マ
ヒ
す
る
と
と
も

に
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
途
絶
え
、
避

難
所
へ
必
要
な
物
資
が
届
か
な
い
な

ど
大
き
な
混
乱
を
き
た
し
て
い
ま
し

た
。
時
の
経
過
と
と
も
に
徐
々
に
収

束
し
て
い
ま
す
が
、
今
な
お
避
難
さ

れ
て
お
り
ま
す
多
く
の
住
民
の
皆
さ

ま
に
は
不
安
な
日
々
が
続
い
て
い
ま

す
。

　

あ
ら
た
め
ま
し
て
被
災
者
の
皆
さ

ま
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た

方
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

　

高
島
市
で
は
滋
賀
県
等
と
連
携

し
、
既
に
こ
れ
ま
で
か
ら
避
難
所
等

で
必
要
と
さ
れ
ま
す
災
害
支
援
ナ
ー

ス
や
保
健
師
さ
ら
に
は
一
般
行
政
職

員
を
現
地
に
派
遣
し
、
健
康
相
談
や

避
難
所
運
営
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り

ま
す
。

　

琵
琶
湖
西
岸
断
層
帯
や
花
折
断
層

を
抱
え
る
高
島
市
に
お
き
ま
し
て

も
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
地
震
が
い

つ
発
生
す
る
か
知
れ
な
い
中
で
常
に

危
機
管
理
に
備
え
、
ま
た
毎
年
防
災

訓
練
を
実
施
し
、昨
年
に
は
風
水
害
・

地
震
災
害
・
原
子
力
災
害
で
想
定
さ

れ
る
被
害
や
避
難
場
所
等
を
示
し
ま

し
た
総
合
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
し
お

配
り
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

自
分
の
こ
と
は
自
分
で
守
る
「
自

助
」、
地
域
で
助
け
合
う
「
共
助
」、

公
的
機
関
に
よ
る
「
公
助
」、
こ
れ

ら
が
う
ま
く
連
携
し
て
こ
そ
被
害
を

最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
梅
雨
や
台
風
の
時

期
を
迎
え
、
風
水
害
の
危
険
性
も
高

ま
り
ま
す
。
ご
家
庭
や
地
域
で
で
き

る
防
災
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

災
害
に
備
え
て

福

井

正

明
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補助金申請受付状況５月 17 日までの
○電気式生ごみ処理機　………………   ８０７件
○コンポスト　　　　　………………   ４２５件
○事業所用（大型）生ごみ処理機………   ２０件

（単位）ｔ

　環境センターに
収集された「燃や
せるごみ」は、４
月の収集量が前年
度 同 月 に 対 し て
40.83t（3.2%）
減少しました。
　引き続き、分別
や減量にご協力く
ださい。

  燃やせるごみの収集量４月の

Ｈ 26
Ｈ 27

そ
の
ご
み
袋
に

「
資
源
」
が
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

生 

ご
み
は
、
生
ご
み
処
理
機
や
コ
ン

ポ
ス
ト
等
を
用
い
て
堆
肥
化
し
、

園
芸
や
家
庭
菜
園
で
の
有
機
肥
料
と
し
て

再
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
趣
味
の

充
実
や
安
心
で
安
全
な
自
家
菜
園
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
、
家
庭
で
資
源
化
の
促
進

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ご
み
と
し
て
出
す

時
は
、し
っ
か
り
水
切
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

紙 

類
の
う
ち
、新
聞
紙
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
、

そ
の
他
古
紙
類
（
コ
ピ
ー
用
紙
・
雑

誌
・
包
装
紙
・
お
菓
子
の
箱
等
）
等
は
仕
分

け
を
し
、
古
紙
リ
サ
イ
ク
ル
を
す
る
こ
と
で

新
た
な
紙
製
品
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
木

材
を
原
料
と
す
る
紙
類
を
再
利
用
せ
ず
燃
や

せ
る
ご
み
で
廃
棄
す
る
と
、
森
林
資
源
の
枯

渇
に
も
つ
な
が
り
地
球
温
暖
化
を
進
行
さ
せ

ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
か
ら
、
少
し
で
も

限
ら
れ
た
資
源
を
循
環
さ
せ
て
有
効
利
用
し
、

廃
棄
す
る
ご
み
の
減
量
化
を
推
進
し
て
、
地

域
の
「
資
源
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
」
を
、
も

う
一
歩
前
進
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
グ
ラ
フ
は
、
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る

黄
色
の
ご
み
袋
（
燃
や
せ
る
ご
み
）
の
中

身
の
割
合
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
大
半
は
、
生
ご
み
と
紙
類
で
す
。

こ
の
中
に
は
、
再
利
用
が
可
能
な
“
資
源

ご
み
”
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　地域のごみ集積所（ごみステーション）
へごみを出される際には、「ごみカレン
ダー」と「ごみの分け方・出し方」をご確
認のうえ、決められた収集日に決められた
場所へ、ルールを守って出してください。
ごみ袋の中に、燃やせるごみとして出せな
いものが含まれている場合は、袋の中身を
調査させていただく場合があります。

　飲食用カンやビン、ペットボトルなどが
正しく分別されずに、燃やせるごみに混在
しているケースが見受けられます。正しい
方法で出されたごみ以外は収集できません
ので、分別をお願いします。

▼ルールを守って出してください
お願い

▼正しい分別をしてください

▼場所　働く女性の家（６月 25 日は高島市観光物産プラザ）
▼時間　10 時～ 15 時（開催日により多少異なります）▼参加費　無料
※未就学児の託児があります。必要な方は、申込時にお知らせください。

・ 高島市ファミリー・サポート・センター　たすけあい高島
　 （33）7805（受付時間　火～土　10 時～ 17 時）

子育てサポーター養成講座を開講します

このコーナーに対するご意見等は、高島市教育委員会事務局教育総務課…☎（３２）１１３２までお気軽にお問い合わせください

　
こ
の
度
の
改
選
に
よ
り
教
育
委
員
長
の

重
責
を
お
受
け
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
や
情
報
化
社
会
の
進
展
、

経
済
の
急
激
な
変
化
な
ど
に
よ
り
教
育
を

取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
容
し
て
い
る

今
日
で
す
。
こ
う
し
た
中
、
教
育
委
員
会

は
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
言
え
ま

す
。
市
教
育
委
員
会
で
は
「
高
島
の
志
の

教
育
」
の
基
本
的
方
向
性
に
基
づ
き
、
28

年
度
の
「
教
育
の
重
点
」
と
し
て
「
生
き

る
力
を
育
む
乳
幼
児
教
育
・
学
校
教
育
の

充
実
」「
明
る
い
地
域
を
作
る
社
会
教
育

の
推
進
」「
地
域
で
育
む
青
少
年
教
育
の

推
進
」
等
々
６
項
目
の
重
点
目
標
に
対
す

る
方
向
性
を
定
め
、
高
島
で
生
き
る
こ
と

に
誇
り
と
自
信
を
持
っ
て
未
来
を
生
き
る

高島市教育委員会
第４回 定例会報告 ４月 26日開催
○議案
・高島市学校給食運営委員会委員の委

嘱等について
・高島市スポーツ推進審議会委員の委

嘱等について
・高島市就学指導委員会委員の委嘱等

について
・高島市立学校結核対策委員会委員の

委嘱等について
・高島市立教育研究所長の委嘱について
・高島市少年センター運営委員会委員

の委嘱等について
・高島市少年補導協力員の委嘱等について
・高島市教育委員会事務局組織規則の

一部を改正する規則案
・清水山城館跡保存管理計画策定委員

会設置要綱案
○協議・報告事項
・子ども読書活動推進協議会委員について
・平成 28 年度高島市立学校学校評議

員について
・平成 27 年度高島市立学校学校評価に

ついて
高島市教育委員会
委員長   小多 偕裕

人
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
幸
い
に
も
高
島
の
地
に
は
中
江
藤
樹

先
生
を
は
じ
め
、
尊
い
「
先
覚
の
教

え
」
が
あ
り
ま
す
。
誠
実
さ
、素
朴
さ
、

人
の
よ
さ
、
暖
か
さ
、
粘
り
強
さ
な
ど

を
市
民
一
人
ひ
と
り
が
学
び
、
実
践
し

お
互
い
が
学
び
育
つ
事
が
高
島
市
の
未

来
に
大
き
く
繋
が
る
も
の
と
確
信
し
ま

す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
課
題
に
向
け
努
力
し
て

参
り
ま
す
の
で
皆
様
方
の
ご
指
導
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　保育園の送り迎えをお願いしたい、ちょっと子どもを預かってほしいな
ど、子育て中の人たちのそんな願いに応える「高島市ファミリー・サポー
ト・センター」が、子育てサポーター養成講座を開催し、子育てサポーター
を募集します。地域の皆さんの力で、子育てを手伝ってもらえませんか？

「児童手当現況届」
を提出してください

　児童手当を受給している方
は、毎年６月に「児童手当現況
届」を提出していただく必要が
あります。
　この届は、児童手当を引き続
き受ける要件があるかどうかを
確認するためのものです。提出
がないと、６月以降の手当が受
けられなくなりますので、ご注
意ください。
　対象となる方には、６月上旬
に「児童手当現況届」を送付し
ますので、６月 30 日（木）ま
でに市役所子育て支援課、また
はお近くの各保健センター（朽
木は支所）まで提出してくださ
い。なお、公務員の方は、勤務
先で手続きをしてください。

６月 17日（金）　子どもの生活へのケアと援助／保育の心
６月 25日（土）　子どもの遊び／小児看護の基礎知識
７月………２日（土）　身体の発育と病気／子どもの病気とケア（対処方法）
　　　　　　　　／ファミリー・サポート・センター事業の仕組み
７月………８日（金）　心の発達と保護者のかかわり／子どもの栄養と食生活
　　　　　　　　／子どもの食事　離乳食実習
７月 15日（金）　障がいのある子どもの預かりについて
　　　　　　　　／安全・事故、幼児安全法
７月 22日（金）　チャイルドシートの安全性と装着法
　　　　　　　　／子育てのヒヤリハット事例とグループ討論
　　　　　　　　／子育て支援サービスを提供するために

▼日時／内容

子育て支援課
　 （25）8136

教
育
委
員
長
　
就
任
の
ご
挨
拶

　教育委員会 information

2016. ６月号13

環境政策課　　　 （25）8104
ごみ減量対策課　 （25）8123
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内　　容
人身事故発生件数
死 者 数
傷 者 数

発生場所
マ キ ノ
今 　 津
朽 　 木
安 曇 川
高 　 島
新 　 旭

火　災
建 物
車 両
林 野
そ の 他
救　急

交通事故
一般負傷
急 病
そ の 他
救　助

火 災
交通事故
水難事故
そ の 他

件　数
1 件
0 件
0 件
3 件

件　数
12 件
39 件

117 件
18 件
件　数

0 件
1 件
0 件
2 件

累計（1月～）
6 件
1 件
0 件

10 件
累計（1月～）

50 件
125 件
555 件
81 件

累計（1月～）
0 件
4 件
1 件
4 件

件　数
　２１件
　　０人
　３０人

件　数
　　３件
　　４件
　　０件
　　４件
　　１件
　　９件

前年比
－17件
－ 1 人
－24人

（平成 28 年４月末現在） （平成 28 年４月末現在）

交通事故発生状況 火災・救急・救助件数 環境放射線測定結果
高島警察署　 (22)0110 消防総務課　 (22)5401 原子力防災対策室　 (25)8133

４月平均値（平日測定）
マキノ（マキノ支所前駐車場）

今　津（今津支所玄関北側）

朽　木（朽木支所前駐車場）

安曇川（安曇川支所裏駐車場）

高　島（高島支所東駐車場）

新　旭（市役所北側玄関前）

０．０６９μ Sv/h 

０．０５９μ Sv/h

０．０６５μ Sv/h

０．０４８μ Sv/h

０．０５１μ Sv/h

０．０６７μ Sv/h

0.065

0.075

0.061

0.054

0.057

0.059

前月平均値

μ Sv/h

μ Sv/h

μ Sv/h

μ Sv/h

μ Sv/h

μ Sv/h
※測定地点は他に24か所あります。測定結果は、
市のホームページをご覧ください。
※通常の値はおおむね 0.2 μ Sv/h 以下です。

　

昨
年
か
ら
滋
賀
県
内
で
、
電
子
マ

ネ
ー
を
利
用
し
た
架
空
請
求
詐
欺
が
多

発
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
に
入
っ
て
か
ら
も
、
高
島
市
内

で
は
電
子
マ
ネ
ー
を
使
用
し
た
特
殊
詐

欺
が
発
生
し
て
お
り
、
４
月
25
日
現
在

で
詐
欺
被
害
が
３
件
、
被
害
総
額
約

１
９
７
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
サ
イ
ト
を
閲
覧

中
、
突
然
「
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
問
い

合
わ
せ
の
電
話
番
号
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。」
な
ど
と
い
っ
た
表
示
が
出
た

た
め
、
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
に

連
絡
し
た
と
こ
ろ
、「
コ
ン
ビ
ニ
で
電

子
マ
ネ
ー
の
ギ
フ
ト
券
を
買
っ
て
番
号

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。」
な
ど
と
言
わ

れ
、
言
わ
れ
る
が
ま
ま
に
電
子
マ
ネ
ー

を
購
入
し
、
番
号
を
相
手
に
教
え
、
詐

欺
の
被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。

　
絶
対
に
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号

に
電
話
を
す
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、電
子
マ
ネ
ー
を
購
入
し
て
も
、

他
人
に
Ｉ
Ｄ
等
の
番
号
を
教
え
る
よ
う

な
こ
と
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
や
、
サ
イ
ト
料
金

の
未
納
な
ど
の
メ
ー
ル
や
ハ
ガ
キ
が
送

ら
れ
て
き
た
と
き
は
、
ま
ず
高
島
警
察

署
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。電子マネーのギフト券

は、ＩＤ番号があれば
だれでも使えます。

▼電子マネーを使用した特殊詐欺

特
殊
詐
欺
被
害
に
注
意

高
島
警
察
署

　
（
２
２
）
０
１
１
０

登録されました。問い合わ
せの電話番号に連絡してく
ださい。
tel ○○○ - ×× - △△△△

も
し
も
し

な
ん
な
ん
だ
ろ
う
？

だ
ま
さ
れ
た
～

何
こ
れ
？

コンビニで電子マネー
のギフト券を買って番
号を教えてください。

はい。
確かに買いました。
　ＩＤ番号は・・・
　　　・・・・です。

コンビニ

☆消費生活相談は【 消費者ホットライン  ☎１
い

８
や

８
や

 】へ
音声ガイダンスが流れ郵便番号を入力すると、最寄りの相談窓口につ
ながります。つながった時点から通話料金がかかります。

　
高
島
市
働
く
女
性
の
家
（
愛
称
：
ゆ
め
ぱ
れ
っ
と
高
島
）
で
は
、
性
別
や
年

齢
を
問
わ
ず
人
々
が
集
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
交
流
し
、
多
く
の
夢

を
描
き
実
現
し
て
い
け
る
よ
う
な
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
す
拠
点
施
設
と
し
て
、
啓
発
や

情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ゆ
め
ぱ
れ
っ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ

支
援
制
度

　
市
民
の
方
な
ど
が
趣
味
や
仕
事
で
得

た
技
術
を
広
く
提
供
し
て
講
座
等
を
実

施
し
、
自
身
の
力
を
高
め
る
こ
と
や
起

業
を
促
進
ま
た
は
支
援
す
る
た
め
の
登

録
制
度
で
す
。
現
在
、
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ

な
ど
の
講
座
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

人権施策課　 （25）8524

「
ゆ
め
ぱ
れ
っ
と
高
島
」
は
、

あ
な
た
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応
援
し
ま
す
！

各
種
講
座
・
イ
ベ
ン
ト
・
相
談

　
50
代
か
ら
の
あ
な
た
に
贈
る
「
お
や

じ
塾
」（
第
２
土
曜
日
）、
女
性
の
抱
え

て
き
た
問
題
な
ど
を
学
ぶ
「
女
性
学
講

座
」（
隔
週
土
曜
日
）の
連
続
講
座
、キ
ャ

リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
「
就
労
相

談
」、
市
内
で
が
ん
ば
る
人
が
一
堂
に

集
ま
っ
た
「
ゆ
め
咲
く
フ
ェ
ス
タ
」、

交
流
の
場
の
「
ゆ
め
パ
レ
ッ
ト
高
島

フ
ェ
ス
タ
」
等
の
事
業
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

介
護
職
員
初
任
者
研
修

　
（
８
月
開
講
予
定
）

　
超
高
齢
社
会
を
迎
え
た
日
本
に
お
い

て
必
ず
役
立
つ
資
格
で
す
。
介
護
の
知

識
を
習
得
し
た
い
方
、
プ
ロ
の
ヘ
ル

パ
ー
と
し
て
活
躍
し
た
い
と
考
え
て
い

る
方
、
介
護
に
関
す
る
全
般
的
な
知
識

を
得
る
こ
と
が
で
き
就
職
に
も
有
利
で

す
。

高島市今津町今津 1640

☎・FAX ▼　（２２）５７７５

開館時間 ▼　９時～ 22 時

休 館 日 ▼　日・月曜日・祝日

　　　　　　・12/28 ～ 1/3

高島市働く女性の
家

（ゆめぱれっと高
島）

生
活
相
談
課
（
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
） 

　
（
２
５
）
８
１
２
５

親
切
心
に
つ
け
こ
む

不
審
な
電
話
や
メ
ー
ル
に
注
意

　
震
災
に
便
乗
し
て
、
被
災
者
を
思
う
親
切
心
に
つ
け
こ
む
よ
う

な
不
審
な
電
話
や
メ
ー
ル
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
手
口
を
知
り

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
大
手
商
社
を
名
乗
り
「
震

災
被
災
者
を
支
援
す
る
活
動

の
た
め
に
あ
な
た
の
名
前
を

貸
し
て
ほ
し
い
」
と
電
話
が

か
か
っ
て
き
た
。

　
医
療
機
関
か
ら
「
あ
な
た

に
介
護
施
設
に
入
居
で
き
る

権
利
が
当
た
っ
た
の
で
、
被

災
者
に
あ
な
た
の
権
利
を

譲
っ
て
あ
げ
て
ほ
し
い
。
お

礼
を
し
ま
す
」
と
い
う
電
話

が
か
か
っ
て
き
た
。

　「
被
災
者
支
援
の
た
め
に
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
メ
ー
ル

が
届
い
た
。
本
文
を
確
認
す

る
と
、
競
馬
情
報
提
供
サ
イ

ト
へ
の
勧
誘
だ
っ
た
。

○
実
在
す
る
企
業
名
を
か

た
っ
て
電
話
を
か
け
て
き
ま

す
。

○
「
名
義
を
貸
し
て
」
と
言

わ
れ
た
ら
相
手
に
せ
ず
電
話

を
切
り
ま
し
ょ
う
。「
名
義

貸
し
は
犯
罪
だ
」と
脅
し
て
、

お
金
を
だ
ま
し
と
る
詐
欺
の

手
口
で
す
。

○
自
宅
に
い
る
と
き
で
も
常

に
留
守
番
電
話
に
設
定
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

○
不
審
な
メ
ー
ル
は
無
視
し

ま
し
ょ
う
。

○
不
安
に
思
っ
た
ら
ひ
と
り

で
判
断
せ
ず
に
必
ず
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

事
例
１

事
例
１

事
例
２

事
例
３

ひ
と
こ
と
助
言

15 2016. ６月号
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地域包括支援課
（地域包括支援センター）

（25）8150
（25）5490

保険年金課　 （25）8137
大津年金事務所　 077（521）1789

※以下の方法でも納めることができます！
・クレジットカードによる納付
・インターネットを利用した納付
・口座振替

国 民 年 金 保 険 料
　平成 28 年４月分から平成 29 年３月分までの
国民年金保険料は、月額１６, ２６０円です。
　日本年金機構から納付書が届いたら期限までに
納付するようにしましょう。

（金融機関・郵便局・コンビニで納めることができます）
※未納のまま放置されると、延滞金を課される場
合や、※納付義務のある方の財産が差し押さえら
れる可能性があります。
※納税義務者は被保険者本人、連帯して納付する義務を負う
配偶者や世帯主になります。

国民年金付加年金制度

以下の点をご確認ください。
・ 付加保険料の納付は、申し込んだ月分から。
・付加保険料の納期限は、翌月末日。
・希望しない場合は、　辞退申出書の提出が必要。
・ 国民年金基金加入者の付加保険料納付は不可。

詳しくは市役所保険年金課、各支所または大津年
金事務所国民年金課までお問い合わせください。

　国民年金には、定額保険料（平成 28 年度は
16,260 円／月）に加えて付加保険料（400 円／
月）を納めることで、受給する年金額を増やせる
制度があります。

　付加年金額（増加分）は
　　　　２００円×付加保険料納付月数
※付加保険料納付を希望される方は手続きが必要です。

健康推進課　 （２５）８０７８
（２５）５６７８
kenko@city.takashima.lg.jp

　「
ま
だ
が
ん
検
診
は
私
に
は
関
係
な
い
か
な
」

　
そ
う
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
子
宮
頸
が
ん
は
、20
～
30
歳
代
の
若
年
層
が
な
り
や
す
い
が
ん
で
す
が
、

早
期
に
治
療
す
れ
ば
、
90
％
以
上
が
治
癒
し
ま
す
。
早
期
の
段
階
で
は
自

覚
症
状
が
な
い
た
め
、
検
診
を
受
け
な
け
れ
ば
発
見
で
き
ま
せ
ん
。

　
先
着
順
の
た
め
、
お
早
め
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。医

療
機
関
個
別
検
診

▼
日
時　
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　
　
平
成
29
年
３
月
31
日

▼
場
所　
高
島
市
民
病
院
、

　
　
　
　
県
内
指
定
医
療
機
関

▼
負
担
金　
１
，
５
０
０
円

あ
な
た
を
必
要
と
す
る
人
の
た
め
に

受
け
ま
し
ょ
う
！

子
宮
頸
が
ん
検
診

６
月
の
子
宮
が
ん
集
団
検
診

▼
日
時　
６
月
３
日
（
金
）

　
・
９
時
～
10
時
30
分

　
　
　
安
曇
川
公
民
館

　
・
13
時
30
分
～
14
時
30
分

　
　
　
今
津
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
負
担
金　
１
，
０
０
０
円

６月４日～ 10 日は

歯と口の健康週間 です

　歯の喪失につながる二大要因は「歯
周病」と「むし歯」です。歯周病は歯
肉の炎症から始まり、気づかないうち
に歯を支えている骨を破壊していきま
す。予防には幼少期からの規則正しい
食習慣、正しい歯みがき、フッ素を利
用した口腔ケアが大切です。皆さんの
お口は健康ですか？  生活習慣を見直
し、定期的に歯科検診を受けましょう。

８
割
以
上
の
方
が

歯
周
病
と
診
断
さ

れ
ま
し
た

[ 平成 27 年　
 高島市歯周疾患検診の結果 ]

歯肉炎
39 ％

歯周炎

健全
17％

44 ％

そう思って
ました…

・支え合いサービスの担い手が増えるといいな。
・人材派遣団体の女性の活動者が増えるといいな。
・ボランティアや支え合いサービスの対象地域、対象者を広げてほしい。
・地域の支え合い団体や関係機関の活動について情報交換したい。
・地域で支え合える資源をつくれるとよい。

「地域の支え合い」の仕組みづくりを進めています！

　高齢者を介護されている家族の方、過去
に介護経験のある方、介護に関心のある方、
皆さんで情報交換をしたり、介護の知識や
技術について学んでみませんか。
　学習会では、認定看護師を迎えて認知症
ケアについてお話しいただきます。

日時　　　月　　日（木）11 時～ 15 時
場所　　高島保健センター　会議室
内容　　11 時～　情報交換
　　　　13 時～　学習会「認知症についての話～ケアについて～」
　　　　   講師　地域包括ケア事業研究会　人材・開発研究センター
　　　　　　　 認知症看護認定看護師　西村優子　氏
申込締切　　６月 15 日（水）　《お申込みは地域包括支援課まで》
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　各団体、事業者の声をもとに、高島市でどのような取り組みができるかの話し合いを進めてい
ます。その活動をまとめていくのが、「生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員）」の役
割です。高島市では養成研修を経て、２名の方に活動していただきます。
　高島市の将来を見据え、住み慣れた地域で自分らしく暮らせるように、地域の支え合いの力を
引き出し、人や資源、地域のネットワークをつくりあげていくことが求められています。

・住民参加型の事業所は、低料金で調理や掃除、病院の付き添いなど
のサービスがある。介護保険を使えない人にはうれしい！

・ボランティア団体の見守り活動から、買い物や通院などのサービス
につなげているのがすごい！

・スーパーの買い物支援は、重い物を配達してくれるのがうれしい。
買い物ができない人の助けになる。

・民生委員さんは住民の相談役、行政と住民とのパイプ役となってお
り、頼もしい。

■平成 27 年度から生活支援体制整備研究会を開いています。
　地域の活動団体や事業者、ボランティア団体から次のような声をお聞きしました。

　高齢になっても住み慣れた地域で暮らし続けるために、社会参加や社会的な役割をもち、
生きがい活動や介護予防に取り組んでいくことが求められています。また、買い物やごみ
出しなど、ちょっとした生活の支援が必要な方には、ヘルパーによるサービスやボランティ
ア、地域の皆さんの支え合いなど、多様な担い手によるサービスが必要です。
　地域のみんなが暮らしやすいまちづくりを進めるため、「地域の支え合い」の
仕組みづくりに取り組んでいます。

～住み慣れた高島で暮らし続けるために～

各団体のいいね！（強み）

今後期待したい！（提案）

▲グループワークの様子

▼発表の様子
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卓
の
上　

土
産
の
土つ

く
し筆　

こ
ぼ
れ
を
り

初
曾
孫　

未み

ず
夫ふ

の
分
も　

と
抱
き
し
め

記
念
写
真　

そ
の
風
景
の　

音
が
す
る

希
望
み
た　

野
党
共
闘　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
パ
ン

何
に
な
る　

人
を
ま
き
こ
み　

自
爆
す
る

雨
雲
や　

玉た
ま
ね
ぎ葱
引
き
を　

急
ぐ
友

認
知
症　

脳
の
リ
ハ
ビ
リ　

８
０
０
字

居
酒
屋
で　

昔
し
話
し
に　

カ
ン
パ
ー
イ

カ
メ
虫
が　

我
家
訪
問　

カ
ネ
虫
こ
～
い

活
気
あ
る　

笑
顔
ひ
ろ
が
る　

道
の
駅

青
汁
を　

飲
み
て
気
休
め　

に
も
な
り
し

我わ
が

息
子　

叙
勲
披
露　

招
か
れ
て

老
い
の
日
　々

介
護
疲
れ
で　

夢
の
旅

今
年
、
ま
た　

元
氣
を
貰
う　

春
一
番

和
紙
作
り　

初
体
験
に　

感
動
し

日
暮
れ
て　

道
遠
し
か
な　

極
楽
浄
土

友
逝
く
や　

新
聞
一い

ち
ぎ
ょ
う行　

春
嵐

皺し
わ

の
手
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日
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の
苦
労
か　

恋
い
女
房

若
鮎
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ひ
か
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舞
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上
り
簗や
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に　
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ま
が
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い
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見
え
隠
れ

畦あ
ぜ

走
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田
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母
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ち
て

繰
り
返
す　
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か
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お
ん

寒
四
温　

春
未ま

だ

？

写
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捨
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す
べ
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咲
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落
ち
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梅
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追
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今
亡
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ニ
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日
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高
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今
井
紀
美
子
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今
・
今
津
）

添
田
富
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子
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安
・
常
磐
木
）

早
田　
弘
子
（
今
・
今
津
）

岡
田　
芳
子
（
マ
・
沢
）

梅
村　
保
次
（
安
・
四
津
川
）

上
原　
秀
雄
（
新
・
深
溝
）

益
本
さ
つ
き
（
マ
・
沢
）

松
本
せ
つ
子
（
マ
・
海
津
）

金
村　
玉
子
（
マ
・
蛭
口
）

田
谷
多
見
雄
（
安
・
南
古
賀
）

高
野　
龍
哉
（
高
・
野
田
）

高
橋
レ
イ
子
（
高
・
鴨
川
平
）

渡
辺　
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江
（
新
・
深
溝
）
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川
五
磋
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（
高
・
高
島
）

田
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（
高
・
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野
）
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原
す
み
江
（
新
・
太
田
）

小
和
田
富
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（
新
・
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）
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（
今
・
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）

木
津　
み
ね
（
高
・
拝
戸
）

森
本　
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枝
（
今
・
梅
原
）

畠
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美
智
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（
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）
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・
深
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水
）
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澤　
芳
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（
今
・
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陽
台
）
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（
新
・
太
田
）

日
浅　
倭
子
（
新
・
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田
）

野
田　
敏
子
（
新
・
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）

霜
降　
里
子
（
新
・
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）
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藤　
光
江
（
安
・
今
在
家
）

宮
本
正
太
郎
（
今
・
上
弘
部
）

坂
口
そ
の
江
（
マ
・
知
内
）

八
木　
　
宏
（
高
・
鴨
）

西　
　
晴
明
（
高
・
鴨
川
平
）

西　
美
津
子
（
高
・
鴨
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平
）

和
田
阿
也
子
（
新
・
旭
）

河
野
弥
寿
男
（
高
・
鵜
川
）

川
尻　
耕
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（
今
・
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台
）
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子
（
マ
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中
）
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保　
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（
安
・
西
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木
）

中
内　
保
男
（
新
・
針
江
）
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　 高島市民病院　 （36）0220（代）

医
療
の
質
を
、
第
三
者
機
関
が
評
価
！

「
病
院
機
能
評
価
」
の
認
定
を
受
け
ま
し
た

　

当
院
は
、
医
療
の
質
の
改
善
と
発
展
の

た
め
、（
財
）
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構

が
実
施
す
る
「
病
院
機
能
評
価
（3rdG

：

Ver1.1

）」
を
受
審
し
、
３
月
４
日
に
認
定

を
受
け
ま
し
た
。

　
医
療
機
関
が
、
多
様
化
す
る
地
域
や
患
者

様
の
要
望
に
適
切
に
応
え
る
た
め
に
は
、
明

確
な
理
念
の
設
定
、
院
内
組
織
の
整
備
、
医

療
の
質
に
つ
い
て
、
常
に
検
証
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
自
ら
の
位
置
付
け
を

客
観
的
に
知
る
た
め
に
も
第
三
者
に
よ
る
評

価
を
受
け
る
こ
と
が
有
効
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
病
院
機
能
評
価
事
業
に

お
け
る
書
面
審
査
お
よ
び
訪
問
審
査
を
昨
年

11
月
に
受
審
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
機
構

の
定
め
る
認
定
基
準
を
達
成
し
て
い
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
、
認
定
病
院
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
受
審
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
発
展
の

た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

認
定
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
今
後
と
も
医
療

の
質
の
向
上
を
図
り
、
皆
さ
ん
の
信
頼
と
期

待
に
応
え
ら
れ
る
病
院
を
目
指
し
て
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

か　　かかりつけ病院とは？
　　　かかりつけ医と連携した診
療も行い、患者さんの身近にあり、
時間外・救急受診時にも頼ること
のできる病院のことです。

　　　どうしてかかりつけ病院を
決めておかなければいけないの？
　　　患者さんのかかりつけ医か
らの診療情報や過去の受診記録・
データは、時間外・救急受診時に
対応する医師の緊急判断を、より
確かなものにするのに大いに役立
つからです。

　当院は、市民の皆さんが安心し
て暮らせるよう「かかりつけ病院」
として診療を行っています。

な
る
ほ
ど
！

【外科医師（外科部長）】
　前任の森友彦外科部長が京都
市立病院へ異動され、４月から
新たに外科部長として着任され
ました。
　　　　　消化管外科
　　　（特に胃がん・大腸がん）
　　　　　京都大学医学研究科
大学院を卒業後、３年間のアメ
リカ留学を経て杉田玄白記念公
立小浜病院、京都市立病院で外
科医長を歴任し現在に至る。

従来の外科手術はもちろんですが、体に負担が少ない
内視鏡手術も得意としています。患者さんが地元で安
心して治療が受けられるようサポートいたします。

伊藤  鉄夫中川  正秀

新任医師のご紹介

専門分野

【整形外科医師】
　前任の三宅孝宏医師が、（財）
田附興風会医学研究所北野病院
へ異動され、４月から後任とし
て着任されました。
　　　　　整形外科全般
　　　　　奈良県立医科大学医
学部を卒業後、京都大学整形外
科（研修医）を経て、兵庫県立
尼崎総合医療センターで医師と
して勤務、現在に至る。

専門分野
経　歴

経　歴

急性期の骨折や、変形性股関節症・腰椎症といった慢
性疾患まで、手術を含め広く対応していきたいと思い
ます。どうぞよろしくお願いいたします。

NEW!!

Ｑ１

Ｑ２

Ａ１

Ａ２

万一の時間外・救急受診に備え

「かかりつけ病院」
を決めましょう


